
環 境 産 業 委 員 会 会 議 録

１ 期 日 平成29年９月15日（金）

２ 会 場 第１委員会室

３ 開会時刻 午前 ９時 14分

４ 閉会時刻 午前 10時 48分

５ 出 席 者 委 員 長 小沼 秀朗 副委員長 藤原 正光
委 員 鷲山 喜久 委 員 大石 勇
委 員 窪野 愛子 委 員 山本 裕三
委 員 松浦 昌巳

（当局側出席者） 副市長、都市建設部長、環境経済部長、
都市建設部参与、所管課長

（事務局出席者） 議事調査係 小野田貴文

６ 審査事項

・議案第93号 平成29年度掛川市一般会計補正予算（第２号）について
第１条 歳入歳出予算の補正
歳入中 所管部分
歳出中 第６款 農林水産業費

第７款 商工費
第８款 土木費
第11款 災害復旧費

全会一致にて原案とおり可決

12項目で了承７ 協 議 事 項 閉会中継続調査申し出事項について

８ 会議の概要 別紙資料のとおり

以上のとおり、報告いたします。

平成29年９月15日

市議会議長 鈴 木 正 治 様

環境産業委員長 小 沼 秀 朗



- 1 -

８ 会議の概要

平成29年９月15日（金）午前９時14分から、第１委員会室において全委員出席のもと開催。

１）委員長あいさつ

２）当局（伊村副市長）あいさつ

３）付託案件審査
議案第93号 平成29年度掛川市一般会計補正予算（第２号）について

農林課 〔説明 9:17～ 9:24〕
〔質疑 9:24～ 9:35〕

○小沼秀朗委員長
農林課の説明に対する質疑をお願いする。

○窪野愛子委員
苺パックセンターへ苺を出荷する農家はどのくらいあるのか。

●高柳農林課長
掛川市農協の苺部会員は56人で、そのうち今回センターを利用するのは21人である。しかし、

センターが整備されれば、利用する部会員数は増えてくると予想される。

○窪野愛子委員
苺の売上高はどのくらいか。

●高柳農林課長
パックセンター利用者の平成28年度の販売額は約6,000万円であったが、センターが整備され

れば、平成29年度には約9,300万円、56％の大幅な販売額増加が見込まれる。

○鷲山喜久委員
担い手育成支援事業について、資料に「給付者本人からの返還金をしが受領し…」とあるが、

これは、本人が気づいて返還されたのか。それとも、市が指摘して給付者本人に返還を促した
のか、どちらか。

●高柳農林課長
会計検査院からの指摘で発覚した。今回のケースは、全国でも同様に発覚している。減価償

却分を差し引き後で判断していたものを差し引き前で判断することとしたもの。市より説明を
し対象者よりご理解いただいた。

○鷲山喜久委員
市から説明をして、給付者本人は返還について、納得してくれたのか。

●吉沢農林課農政係長
会計検査終了後に、対象者と面談し、経過を一通り本人に説明し、納得いただいた。返還に

向けた今後のスケジュールを作成し、今年７月に再度訪問して説明し、スケジュールについて
も了解いただいた。

○窪野愛子委員
冷蔵庫の扉増設について、説明いただきたい。

●高柳農林課長
現在、富部の集荷場でパック詰め作業をしているが、特別な部屋はなく机を並べてパートさ

んが作業している。今回、集荷場の西側にパックセンターを新設するが、そちらから冷蔵場所
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へつながるところ富部集荷場（入り口）及び冷蔵庫の裏側に扉を増設するもの。

○小沼秀朗委員長
担い手育成支援事業は５年間が対象で、何年目の方だったのか。

●吉沢農林課農政係長
平成23年度から就農した方で、就農後５年間のうち３年目に当たる方だった。

○大石勇委員
28年に判明したが、25年度に給付を受けている。申請はどのタイミングでされるのか。

●吉沢農林課農政係長
給付については、前年所得において判断し、当年度に半期ごとに支給する。25年度は24年度

の所得で判断するので25年度に申請を出して支払っている。
会計検査の範囲は、青年就農給付金事業がが24年度からの事業であるが、その最初から全部

が対象であった。

○大石勇委員
これから、軌道に乗ってやるぞって方に返してよっていうのも、担い手の育成にも関わらず､

気の毒だし、出鼻をくじかれるような感じだが、対象者の反応はいかがか。

●吉沢農林課農政係長
今回は、幸いにして収益が良い方だったので、こちらの説明にも納得してくれた。

○藤原正光副委員長
雇用の増加はどのくらい見込んでいるのか。

●高柳農林課長
パック詰めするパートさんが28年度は14人体制だったが、これを28人から30人位の体制にす

る予定である。

○藤原正光副委員長
仕事は増やすことができるのか。

●高柳農林課長
センターの設置により作業は省略化されるが、パック詰めする苺の量が増えるので、雇用も

増えることになる。

産業労働政策課 〔説明 9:36～ 9:39〕
〔質疑 9:39～ 9:47〕

○小沼秀朗委員長
産業労働政策課の説明に対する質疑をお願いする。

○松浦昌巳委員
「楽天」以外のウェブサイトもあるが、「楽天」を選択した理由は。

●戸塚産業労働政策課長
ふるさと納税ウェブサイトは、わかる範囲で10サイトほどある。これまで、掛川市は「ふる

さとチョイス」を選択していた。県内で１番、全国でも３番目に納税額の多い焼津市では、５
つのサイトを同時に運営しているが、その中で「ふるさとチョイス」と「楽天」が同じぐらい
の納税額を得ており、他にもいろいろと検討した結果、「楽天」のウェブサイトを導入するこ
とにした。
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○山本裕三委員
扱う商品の選定の流れはどのようになっているか

●戸塚産業労働政策課長
扱う商品は、現在の「ふるさとチョイス」では約200品目を扱っている。選定については､基

本的には、経済振興ということから、掛川市の特産品や農産物を中心に掛川にゆかりのものを
ふるさと納税の返礼品としている。事業者などは返礼品として扱いたい場合、市のホームペー
ジ等から申請できる。市は申請内容を審査して、ふるさと納税の返礼品とするか決定している。

○藤原正光副委員長
「楽天」のホームページ作成は、どこに委託するのか。

●戸塚産業労働政策課長
ホームページ作成の依頼先は、神奈川県の㈱アイ・オーダーという楽天関係のサイトを専門

に作成する業者に委託する。

○藤原正光副委員長
「楽天」の場合は、業者の指定があるのか。

●尾崎産業労働政策課商業振興係長
「楽天」のサイト運営には、それぞれ特別なルールがあり、その内容を熟知した業者が作成

した方が、スピード、信頼、合理性がある。「楽天」にリストアップしてもらった業者の中で
見積もり合わせを実施し、決定した。

○藤原正光副委員長
アドバイザー業務の委託料について、金額の決まった根拠、経緯は。

●戸塚産業労働政策課長
委託先は、市内の「おいもや」で楽天市場のスイーツ部門でかなり実績をあげており、「楽

天」からの信頼もある。金額は、市で過去に実施したアドバイザー契約を参考に、１回あたり
３万円、９回の合計27万円と算定した。

○藤原正光副委員長
金額は適切か。

●戸塚産業労働政策課長
適切であると考えている。

○窪野愛子委員
今回、４社の入札で、弥栄が落札した経緯は、金額的なものなのか。

●戸塚産業労働政策課長
「楽天」の代理店として、市内の経済振興に関わっている４社間での見積もり合わせにより、

事務手数料の率が最も安価であった弥栄に決まった。

○窪野愛子委員
事務手数料はどの位なのか。

●戸塚産業労働政策課長
事務手数料の率について、弥栄が14％、これっしか処は15％であった。

土木課 〔説明 9:49～ 9:56〕
〔質疑 9:56～10:18〕
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○小沼秀朗委員長
土木課の説明に対する質疑をお願いする。

○山本裕三委員
資料（４月から６月の豪雨等による災害箇所一覧表）を見て、件数に驚く。近年の状況につ

いて、増えているのか。

●杉山土木課長
昨年も補正予算を組んだ。大雨が降ると災害が大小含めて発生する。傾向として増えている

と感じる。

○山本裕三委員
ゲリラ豪雨などの気候変動も影響していると考えるが、それ以外に、老朽化等の影響はある

のか。

●杉山土木課長
ご指摘のとおり、道路の法面、擁壁とか河川の護岸など構造物の老朽化が進んでいるところ

もある。雨の降り方、ゲリラ豪雨などもあるが、老朽化等も要因のひとつと考えている。

○松浦昌巳委員
市道乙星線（倉真）をはじめ、市内のいろいろなところで災害が発生し、道路が寸断される

など住民の生活にも影響も与えている。復旧工事による通行止めの看板を見掛けるが、現状や
工事完了までの期間などの周知を、地元の方にはもちろんできると思うが、それ以外の方にも
徹底するようにできないか。

●杉山土木課長
工事の際には工事看板を必ず設置している。区長などを通じて地元への説明、お知らせのほ

か、ホームページ等で通行規制の箇所、工事期間、迂回路などの周知を図っている。倉真の災
害復旧工事では、地元からの要望もあり、工事箇所から離れたところで迂回路の案内を追加し
て行った。

○松浦昌巳委員
例えば、市道初馬乙星線の工事に関して、工事看板に、工事完了期間はされるのか。

●杉山土木課長
工事看板には、工事完了期間も記載している。

○松浦昌巳委員
今回は、工事期間が非常に長いので、地元から意見や要望をよくいただいた。工事の経過な

ども表示していただけたらありがたい。

●杉山土木課長
区長などを通じて、経過を随時お知らせする。市外からの方にも情報を周知する。

○窪野愛子委員
影森地内の崩土箇所についてもすぐ対応いただいたが、修復箇所のすぐ隣も不安に感じるが、

どのような対策をとっていくのか。

●杉山土木課長
応急対策は実施している。被災の拡大は、現場の状況、経過を観察して、随時対応していく。

○窪野愛子委員
事任八幡宮のところ（バイパスの南？）は、前からビニールシートがされたままだが、どの

ようになっているのか。
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●杉山土木課長
国交省管轄の区域内であるため、現状や経過を確認する。

○山本裕三委員
倒木に関する保険対応について、どのようになっているのか。

●杉山土木課長
市の道路管理上での倒木による車両の破損等は、市で加入している保険で対応することにな

る。

○山本裕三委員
民地に生えた木が市道に倒れかかってきた場合はどうなるのか。

●杉山土木課長
状況は、保険会社で詳しく調査することになるが、ケースによって変わってくる。

○鷲山喜久委員
市道初馬乙星線をはじめ災害対応などは、国庫負担金や諸制度を利用するなど工夫をすると

思うが、予算がないから事前の対応ができないのか。災害が起こってからでは遅いと思う。

●杉山土木課長
昨年の６月にブロックが崩れて通行止めの措置。国庫の対象となるよう進めている。地滑り

対策で調査（メカニズム）や工法の選択に時間を要した。

○鷲山喜久委員
個人の所有する箇所は含まれているのか。その場合、個人に負担を求めるのか。

●杉山土木課長
工法によるが、一部用地民地がかかっている。その場合、用地買収して対応していく。

○大石勇委員
崩土の除去による応急対策がほとんどだが、それで大丈夫なのか。

●杉山土木課長
小規模の崩落などでは応急対策完了となるが、現場の状況を確認して、追加の対策が必要な

らば検討し対策していく。必ずしもそれで終わりということではない。

○松浦昌巳委員
緊急時の業者選定についてはどのようになっているのか。

●杉山土木課長
災害協定を締結している地元業者を選定している。

○小沼秀朗委員長
今後も工事看板には工夫、配慮をお願いしたい。

●杉山土木課長
工事箇所から離れたところの看板なども設置するようにしたい。

○小沼秀朗委員長
全国的には豪雨災害を受けていない方の都市だと思うが、今後もいつ大規模な豪雨災害が発

生するとも限らないので、横の連携で事前に危険箇所を察知して対応いただきたい。

●杉山土木課長
これまでも維持管理課、生涯学習協働推進課等とも情報を共有し、連携して取り組んでいる
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が、今後も気をつけて取り組んでいく。

維持管理課 〔説明 10:18～10:28〕
〔質疑 10:28～10:35〕

○松浦昌巳委員
たまりーなの修繕費について。まだ、たまりーなが開館して間もなく、新しいイメージがあ

るが、故障や修理は想定内していたのか。

●岩清水維持管理課長
開館して10年が経つ。どうしても機械設備の経年劣化があり、修繕が必要になる。

○窪野愛子委員
たまりーなのプール等の利用者数はどの位なのか。

●岩清水維持管理課長
プールと浴槽の利用者数は、平成26年度が24,265人 27年度は23,838人 28年度は24,514人

となっている。

○鷲山喜久委員
給湯設備の圧縮機10台中、５台を修繕対応するが、残りの５台は大丈夫なのか。すでに経年

劣化で対応済なのか。

●岩清水維持管理課長
すでに過去に２台修理済。現在、５台体制で稼働し負荷が掛かるので、早急に対応し、10台

体制に戻したい。

○鷲山喜久委員
プール休館して、緊急的に対応するとか考えなかったのか。

●岩清水維持管理課長
緊縮対応ということで、ひとまず５台を修繕する対応をとる。

○藤原正光副委員長
交通安全施設整備事業費について、地区要望で挙がっているのはこれが全てか。

●岩清水維持管理課長
今年度は全てである。

○藤原正光副委員長
これまでも地区要望は全て対応できているのか。

●岩清水維持管理課長
できるだけ要望に応えるようにしている。

○藤原正光副委員長
要望が多すぎる場合、優先順位はあるのか。

●岩清水維持管理課長
要望があがった箇所は、担当が現場を確認した上で判断している。

○大石勇委員
たまりーなの圧縮機は、本体交換のことか。

●西郷維持管理課公園緑化係長
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圧縮機内の圧力制御をするプロペラが駄目になっている。タンクと一体型であるので一式取
り替える必要がある。５台とも同じ症状である。

○大石勇委員
１台100万円ちょっとか。結構かかるものだな。

●西郷維持管理課公園緑化係長
屋上に設置されているため、工事施工費等も含めた金額である。

○小沼秀朗委員長
以上で質疑を終了する。

〔討 論〕 10:46
なし （なしの声あり）

〔採 決〕 10:47
議案第93号 平成29年度掛川市一般会計補正予算（第２号）については

全会一致にて原案とおり可決

４）協議事項
閉会中継続調査申し出事項について

別紙のとおり12項目で了承

５）その他 なし

６）閉会 10：48


